
名
な

古
ご

屋
や

城
じ ょ う

 子
こ

ども博
は か

士
せ

になろう

（　　）年
ねん

（　　）組
くみ

　名
な

前
まえ

（　　　　　　　　　　　）

「芸
げ い

どころ名
な

古
ご

屋
や

」になった理
り

由
ゆ う

として、正
た だ

しいものをすべて選
え ら

びましょう。

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の能
の う

や宗
む ね

春
は る

の政
せ い

策
さ く

について、（　）の中
な か

にあてはまる言
こ と

葉
ば

を入
い

れて、文
ぶ ん

章
しょう

を
完
か ん

成
せ い

させましょう。

名
な

古
ご

屋
や

の芸
げ い

ごとや祭
ま つ

りについて、「すごい。」と思
お も

ったことを、書
か

きましょう。

1

2

3

A. 名
な

古
ご

屋
や

の町
まち

が経
けい

済
ざい

的
てき

に豊
ゆた

かになった。

B. 名
な

古
ご

屋
や

では芸
げい

ごとを教
おし

える人
ひと

や習
なら

う人
ひと

が少
すく

なかった。　　　　　　　　　　　　　　　 

C. 名
な

古
ご

屋
や

の地
ち

に、芸
げい

ごとを教
おし

える人
ひと

、習
なら

う人
ひと

、支
ささ

える人
ひと

たちが現
あらわ

れた。

D. 初
しょ

代
だい

藩
はん

主
しゅ

義
よし

直
なお

や２代
だい

藩
はん

主
しゅ

光
みつ

友
とも

が、芸
げい

能
のう

への理
り

解
かい

が深
ふか

く、芸
げい

ごとを支
ささ

えた。

なぜ名
な

古
ご

屋
や

は「芸
げ い

どころ」になったのでしょう

答
こた

え

「東
とう

照
しょう

宮
ぐう

祭
さい

礼
れい

図
ず

」（橋
はし

弁
べん

慶
けい

車
しゃ

 部
ぶ

分
ぶん

）

（名
な

古
ご

屋
や

市
し

鶴
つる

舞
ま

中
ちゅう

央
おう

図
と

書
しょ

館
かん

 蔵
ぞう

）

　名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の（　　　　　　　　）には、表
おもて

舞
ぶ

台
たい

と奥
おく

舞
ぶ

台
たい

の二
ふた

つの能
のう

舞
ぶ

台
たい

がありまし

た。 催
もよう

された能
のう

に招
まね

かれた僧
そう

侶
りょ

や神
しん

官
かん

、有
ゆう

力
りょく

な（　　　　　）などは、舞
ぶ

台
たい

下
した

で能
のう

を

見
み

ました。また、７代
だい

藩
はん

主
しゅ

（　　　　　）は、芝
しば

居
い

や祭
まつ

りを（　　　　　）する政
せい

策
さく

を

進
すす

めました。 そのため、城
じょう

下
か

の（　　　　　）などが大
おお

いに発
はっ

展
てん

し、いろいろな規
き

制
せい

が緩
ゆる

やかになり、 （　　　　　）や（　　　　　）の間
あいだ

に、芝
しば

居
い

見
けん

物
ぶつ

や芸
げい

ごとのけいこ、

祭
まつ

りなどが（　　　　　）になりました。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から続
つづ

く「名
な

古
ご

屋
や

（　　　）大
だい

祭
まつり

」は、東
とう

照
しょう

宮
ぐう

祭
さい

、天
てん

王
のう

祭
さい

、若
わか

宮
みや

祭
さい

があります。（　　　　　　　）では、からくり人
にん

形
ぎょう

をのせた（　　　　　）が町
まち

を進
すす

み、名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

（　　　　　）

まで入
はい

ることができました。山
だ

車
し

を引
ひ

く形
かたち

の祭
まつ

りは、（　　　　　）

にも広
ひろ

がり、庶
しょ

民
みん

の楽
たの

しみを作
つく

り出
だ

していきました。

ワークシート「芸
げい

能
のう

」編
へん


